
 

                                                     

○日 時 平成３０年６月１５日（金） 1５時30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目  

【３キャンパス共通】 

・平成３０年度オープンキャンパスの開催について  ･……………………〔資料１〕 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学国際交流推進支援事業「みんながつながる国際交流プロジェクト 

2018」採択事業決定について          ･……………………〔資料２〕 

・ロシア海洋国立大学との大学間交流について    ･……………………〔資料３〕 

・「2018年夏期日本語・日本文化研修」の実施について  ･………………〔資料４〕 

 

【松江キャンパス】 

・『第45回ほいくまつり』のご案内         ･……………………〔資料５〕 

・平成30年度キラキラドリームプロジェクトの実施について ……………〔資料６〕 

 

○資料提供 

項目 

 

【松江キャンパス】 

・平成30年度保育教育学科客員教授講演会について ･……………………〔資料７〕 

 

○行事予定 

 

 

【浜田キャンパス】 

・島根県立大学総合政策学会特別講演会 

  演題：「核兵器禁止条約で世界は変わる ～ICANから見た日本」 

  講師：川崎 哲 氏（ピースボート共同代表・ 

核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）国際運営委員） 

……………6月22日(金)14時50分～16時20分 ＠講堂 

 

 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成３０年７月１２日（木）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



 

 

 

平成 30 年 6 月 15 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 松﨑・齋藤 

〒697-0016 島根県浜田市野原町 2433-2 

(TEL)0855-24-2203 (FAX)0855-24-2283 

【資料 1】 

 

2018 オープンキャンパス開催について（浜田キャンパス） 

 

１．日 時 

７月１４日（土）11：00～15：00 （受付は 10：30 より開始） 

  ※今年度、オープンキャンパスは 1 回のみ開催。 

・個人見学を随時受け付けます（別紙参照） 

・そのほか（詳細後日発表） 

  8/4～8/5 に 1 泊 2 日模擬研究（昨年同様）を予定。 

 

２．場 所 

島根県立大学浜田キャンパス（島根県浜田市野原町 2433-2） 

 

３．内 容 

学部紹介 

キャンパスツアー 

特別講義体験・ゼミ活動紹介・しまね地域マイスター制度紹介 

出張 LLSR 体験 

保護者説明会・浜田市紹介 

クラブ・サークル紹介 

各種相談会（入試、学生生活、キャリア支援について） 

学生食堂無料体験   

 

４．参加申込方法 

パソコンや携帯電話を使って、大学公式ホームページより申込 

                       （事前予約受付中）        

【申込締切】７月１２日（木） 

 

５．その他 

当日は松江方面、広島方面から無料送迎バスを運行（両日とも） 

 

６．問い合わせ先 

  島根県立大学浜田キャンパス アドミッション室 

  TEL 0855-24-2203 FAX 0855-24-2283                        以上 

                                                                  







 

 

 

平成 30 年 6 月 15 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 松﨑・齋藤 

〒697-0016 島根県浜田市野原町 2433-2 

(TEL)0855-24-2203 (FAX)0855-24-2283 

 

個人による大学見学について（浜田キャンパス） 

 

１.ねらい 

「島根県立大学をもっと知りたい！」「オープンキャンパスに参加できなかった！」という方のた

めに、浜田キャンパスでは 1 名から大学見学を受け入れております。もちろん保護者の方の同伴も

大歓迎です！     

講義・ゼミ体験や施設見学、学食体験、個別相談など、みなさんの希望にあわせてメニューを作成

します！     

     

 

２.申込方法     

 島根県立大学アドミッション室へ、ご希望の日の 1 週間前までにお問い合わせください。大学行

事や入試の都合で、見学をお断りすることがあります。あしからずご了承ください。  

 

 

３．問い合わせ先 

  島根県立大学浜田キャンパス アドミッション室 

  TEL 0855-24-2203 FAX 0855-24-2283                        

 

 

 以上 

                                                                  



 

 

2018 オープンキャンパスの開催について(出雲キャンパス) 

 

１．日時 

第 1 回  7 月 14 日（土）  13:00～16:30（受付は 12：00 より開始） 

第 2 回 10 月  6 日（土）   13:00～16:30（受付は 12：00 より開始） 

 

２．場所 

   島根県立大学 出雲キャンパス 

 

３．内容  

大学・看護栄養学部・別科助産学専攻の紹介 

先輩が語る入試体験・大学生活、実技体験 

（看護学科志望者は、①沐浴 ②バイタル ③泡手浴から大学が指定した 

1 つを体験。健康栄養学科は、①味覚に関する実験、②身体に関する測

定から大学が指定した 1 つを体験。別科助産学専攻志望者は超音波検査

体験。） 

キャンパスツアー 

個別相談 

学生交流 

過去問題の配布等 

※1 回目と 2 回目は同じ内容で実施しますが、 

2 回目の別科助産学専攻志望者は、教員による個別相談のみとなります。 

 

４．申し込み方法について 

   専用チラシ、大学ホームページにてお申し込みください。 

 

５．その他 

   昨年度に引き続き、石見地区から無料送迎バスを運行します。 

   運行ルート：益田～浜田～江津～大田～出雲キャンパス（往復） 

 

６．問い合わせ先 

   島根県立大学出雲キャンパス 教務学生課 

   TEL 0853-20-0215 FAX 0853-20-0201  

E-mail i-kyoumu@u-shimane.ac.jp                 以上 

平成 30 年 6 月 15 日 

島根県立大学 出雲キャンパス 

教務学生課 植永 

〒693-8550 島根県出雲市西林木町１５１ 

(TEL)0853-20-0215 (FAX)0853-20-0201  

mailto:i-kyoumu@u-shimane.ac.jp






 

 
 

平成 30 年 6 月 15 日 

島根県立大学松江キャンパス 

教務学生課 伊藤 

〒690-0044 島根県松江市浜乃木 7-24-2 

(TEL)0852-20-0216 (FAX)0852-21-8150 

 

 

2018 オープンキャンパス開催について（松江キャンパス） 

 

１．日 時 

第 1回 7 月 15 日（日）四大志願者向け 10：30～12：30（受付は 10：00 より開始） 

短大志願者受け 13：30～15：30（受付は 13：00 より開始） 

 

第 2 回 10 月 6 日（土）短大志願者向け 10：30～12：30（受付は 10：00 より開始） 

四大志願者向け 13：30～15：30（受付は 13：00 より開始） 

 

２．場 所 

島根県立大学松江キャンパス（島根県松江市浜乃木 7-24-2） 

 

３．内 容 

学科別説明会 

キャンパス内自由見学 

模擬授業 

学科紹介ブース 

個別相談ブース 

 

４．参加申込方法 

パソコンや携帯電話を使用し、大学公式ホームページより申込 

（事前予約受付中）         

【申込締切】（第 1回） 7 月 1 日（日） 

（第 2回） 9月 22 日（土） 

 

５．その他 

当日は益田方面、鳥取方面から無料送迎バスを運行 

 

６．問い合わせ先 

  島根県立大学松江キャンパス 教務学生課 

  TEL 0852-20-0216  FAX 0852-21-8150 

以上 

 







 

 

平成 30 年 6 月 15 日 

 島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：国際交流課 今田 

電話：0855-25-9063 

【資料 2】 

   
島根県立大学国際交流推進支援事業 

みんながつながる国際交流プロジェクト ２０18 

採択事業決定！ 

 

島根県立大学浜田キャンパスでは、地域の方と大学が国際交流・国際理解の機会を持てるようなイベン

トに対し助成をする「みんながつながる国際交流プロジェクト 2018」を実施しています。申請には本学

の日本の学生と外国人留学生が組んで企画をすることを条件としており、本学の学生が地域と繋がること

を狙いとしています。 

募集締切の 5 月 8 日までに、計 2 件の申請があり、厳正な審査の結果、2 件を共に採択いたしました。

今後、学生はイベントの実施に向けて活動をおこないます。 

【応募状況】 

募集締切： 平成 30年 5 月 8 日（火曜日）17：00 

応募数 ： 2 団体 

【審査】 

審査員：国際交流センター委員・地域連携推進センター委員・浜田キャンパス事務局 

審査会：書類審査・プレゼンテーション 

・日時：平成 30年 6月 1 日（金曜日）16：30～17：30 

・会場：メディアセンター2階 多目的演習室 

【採択結果】 

採択団体 

イベント名 World Game Fes！ 

運営メンバー 日本の学生： 7 人 留学生： 9 人 

内容 浜田市在住の中学生を対象に、講堂を使用した大画面でのビデオゲーム、世界

中のカードゲームや世界についてのクイズを通して、年齢関係なく一緒になっ

て楽しみながら世界を感じる。このイベントをきっかけに、中学生が日常生活

レベルで世界と日常の物事を繋げて考える力を養うことを目的とする。 

時期・場所 平成 30 年 8 月 1日（水）13:00-17:00 島根県立大学講堂、カフェテリア 

申請額 79,802 円（イベント実施費用として） 

 

イベント名 GLOCAL CAMP 2018 

運営メンバー 日本の学生： 7 人 留学生： 3 人 

内容 昨年に続き、第 2回目の開催。今年は石見地域の高校生を対象に浜田 Cの学生

（留学生を含む）と１泊２日の合宿を行う。多文化共生の first step として

スポーツやバーベキューなどを行い、国際交流の楽しさを肌で感じてもらう。 

時期・場所 平成 30 年 9 月下旬～10 月上旬（１泊２日）国立三瓶青少年交流の家 

申請額 94,880 円（イベント実施費用として） 



 

 

【資料 3】 

平成 30 年 6 月 15 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

担当：国際交流課 岩本 

電話：0855-25-9063  

 

ロシア海洋国立大学 訓練船「ナジェジュダ号」の浜田港寄港及び 

島根県立大学との大学間交流について 

 

１. 経緯 

〇日露両政府は 2018 年を両国の交流促進の年と位置づけ。 

（日本におけるロシア年、ロシアにおける日本年） 

〇その一環として、本学と協定校であるロシア海洋国立大学から、訓練船ナジェジュダ号で浜

田港に親善寄港し、本学と交流を深めたいとの提案に対して大学として賛同し、大学間交流

を中心に地域や関係機関の協力のもと、受入れを行うもの。 

 

２．寄港日程（予定） 平成 30年 6 月 25 日（月）～6月 29 日（金） 

乗員  約 170 人（学生 120 人、教員 6人 ほか乗組員） 

 

※6/25～6/28 の毎夜（21:00～23:00）、停泊中のナジェジュダ号のライトアップが実施される 

日程 時間 備考

6月25日
(月）

17:30
（入港後）

9:00
9:40

浜田市長表敬

10:30
13:00

15:00
17:00

海洋大生約50名が来学
スポ－ツ交流等を予定

10:50
12:00

県立大生約50名が船を訪問
船内見学、文化交流等を予定

14:00
17:00

周辺視察① 高角小、和木公民館、
イルティッシュ号碑（江津市）を訪問
(海洋大生約50名)

9:30
12:30

周辺視察②
（施設見学）

船の公開①
（※園児、小学生のみ）

周辺視察②　アクアス訪問
(海洋大生約50名)

14:00
17:00

周辺視察③
（文化体験）

船の公開②　（一般）
15:00～音楽・ダンス披露

周辺視察③　風の国・紙すき体験
（海洋大生約50名）

6月29日
（金）

9:00

内容

ナジェジュダ号出港準備
関係者見送り

6月26日
(火）

6月２７日
（水）

6月28日
（木）

ナジェジュダ号入港
歓迎セレモニ－　（浜田港長浜ふ頭）

浜田市役所訪問

学長表敬・昼食会（浜田キャンパス）

学生交流①（浜田キャンパス）

学生交流②（ナジェジュダ号船内 ）

周辺視察①
（市民交流）



３．ロシア海洋国立大学について 

（Maritime State University named after Admiral.G.I. Nevelskoy）  

・創立年：1890 年 

・学生数：約 5,000 名以上（全日制約 3,000 名、通信制約 2,000 名、大学院約 100 名） 

・学部等：１４ 

（海事アカデミー学、海事技術学、海洋環境保全学、経営学、人文学、東アジア学等） 

・大学院：１１専攻  

〇1890年に航海講座が開始され、1902年ウラジオストク遠洋航海専門学校として開学。

その後、何回か改組、改名ののち、2001 年から現在の名称。 

〇正式名称は「G.I.ネヴェリスコイ提督記念海洋国立大学」であるが、本学では「ロシ

ア海洋国立大学」と呼んでいる。 

〇当初は、航海専門の学校であったが、現在では、海事に関するあらゆる分野の専門家

を育成するため、人文学、自然科学、工学などの教育も提供されている。  

 

＜これまでの交流状況＞ 

・2008(H20)年 10 月：帆船ナジェジュダ号の浜田港寄港時、学生スポーツ交流 

・2009(H21)年 10 月：帆船ナジェジュダ号が浜田港寄港時、学生スポーツ交流 

・2009（H21）年度〜2010(H22)年度：ビデオ会議システムによる英語の授業 

・2009(H21)年度から現在：異文化理解研修（ロシア）の受入れ（海洋大） 

・2010(H22)年  8 月：交流協定締結  

・2011(H23)年 2 月：海洋大からの提案により「平岡都さん記念日露友好奨学金」創設 

・2013(H25)年度から現在：短期日本語・日本文化研修の受入れ（県大）   

 

４．ナジェジュダ号（Nadezhda）について 

  ロシア ウラジオストク港を母港とする、ロシア海洋国立大学所属の訓練船（帆船） 

 「ナジェジュダ」とはロシア語で「希望」を意味する。 

  (総トン数：2,297t   全長：109.40ｍ 全幅：14.00ｍ マスト高：49.50m) 

   

 

５．その他 

  船の公開とライトアップについて（詳細別紙）  

 

http://hamada.u-shimane.ac.jp/ja/hamada/communication/international/02kenshuu/14irkutsk/
http://hamada.u-shimane.ac.jp/ja/hamada/communication/international/nihongo_kensyu/


島根県立大学の交流協定校、ロシア 
（ウラジオストク）海洋国立大学の学生
が帆船で浜田港 長浜ふ頭に寄航します。 

ライトアップ（Artistic Sail Illumination)    #nadezhda 

停泊中のナジェジュダ号がライトアップされ、勇ましくも幻想的な雰囲気に包まれます。インスタ映え必至！ 
 

2018年6月25日  ～28日   21:00～23:00 
• 長浜ふ頭への入場はできません。 
• ふ頭周辺での観覧においては、夜間につき、騒音等、付近住民の方々のご迷惑にならないよう、皆様のご協力をお願いいたします。  

月 

一般公開 
2018年6月28日   14:00～17:00 
• 事前申込不要、入場無料 
• 駐車場はゲ－ト付近に臨時で設けます。 
• 入場時には身分証明書（運転免許証等、顔写真つきの証明書）が必要です。  
• 高校生以下は保護者同伴でお願いします。 
• 見学の際に出たゴミはお持ち帰りください。 

in 浜田港 

場所 
浜田港長浜埠頭 
（島根県浜田市長浜町） 

here 

※15:00からロシア海洋大学学生によるロシアの音楽とダンス
※ 終了16:30 

木 

木 

【お問い合わせ・開催情報】 
島根県立大学・国際交流課（TEL0855-25-9063）まで  ※平日8:30～17:15 
当日雨天の場合は内容の変更や中止をすることがありますので、ホームページ 
http://hamada.u-shimane.ac.jp/  「お知らせ」コーナーをご覧ください。 



回答先

島根県立大学　国際交流課（岩本）あて　　

FAX番号　０８５５－２３－７３５２

（添書不要です）

同行者　・　運転者　（ご担当者様以外で、取材に同行される方があれば記入）

報道機関名

担当者（職・氏名）

別紙

ロシア海洋国立大学 訓練船「ナジェジュダ号」の浜田港寄港及び大学間交流

連絡先

車両番号
（ナンバ－）

例）島根〇〇あ１２３４  

（浜田港長浜ふ頭内での取材希望　連絡票）

取材希望日時

取材内容



 

 

【資料 4】 

 

 

 

「島根県立大学2018年夏期日本語・日本文化研修」の実施について 

 

【 研修の概要 】 

目  的：・本学の交流協定校をはじめとする海外の大学から日本語学習者を集め、本学の学生や 

島根県の地域住民との交流を通して、体験的に日本語、日本社会、文化を学ぶ機会を 

提供することにより、短期留学生の本学への長期留学促進、及び本学学生の異文化 

理解の促進と長期留学への動機づけにつなげること。 

期  間： 平成30年7月2日（月）～ 7月20日（金） 

* チェックイン6月30日(土)・チェックアウト7月22日(日) 約3週間 

* 宿泊は交流センターゲストルーム 及び しまね国際研修館(松江市)  

対象者： 本学の交流協定校からの推薦を受けた学生のほか、日本国外の大学の正規課程に在籍し、 

一定の日本語レベルを有する学生であれば誰でも参加可能 

日本語レベル：中級前半レベル / 日本語能力検定試験N3程度 

      （ 日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができるレベル ） 

 

【 実施計画 】 

参加者：中 国   華
か

僑
きょう

大学（福建省）・安徽財経
あんきざいけい

大学（安徽省） 

韓 国   ソウル神学大学校（京畿
きょんぎど

道富川
ぷちょん

市） 

台 湾   世
せ

新
しん

大学（台北市）・台
たい

中
ちゅう

科
か

技
ぎ

大学（台中市） 

アメリカ  ワナチ・バレー・カレッジ（ワシントン州） 

合計6大学から16名     

          

内 容：・日本語授業 

・語学授業への参加と講義体験 

・日本・地域文化学習  

・学生交流 … 学生サークルへ参加、国際交流会館(留学生寮)交流会 など 

・市民交流 … [7/ 4] 江津市立渡津小学校 訪問（外国語での読み聞かせ 等） 

[7/12] 益田市立匹見小学校 訪問（各国文化紹介 等） 

      ・体験・視察 [7/ 8] 川本町 / 津和野町 / [7/11] 三隅町 / 大田市 / 広島市 

・出雲視察 … 出雲キャンパス学生との交流 

・松江研修 … 松江キャンパス学生との交流授業「アジア文化交流」 

しまね国際センター(SIC)プログラム 

 

 

     日程詳細は裏面をご覧ください 

平成30年6月15日 

島根県立大学 国際交流センター  

（担当：岩本・大畑） 

電話：0855-25-9063 



午前

6月30日 土

7月1日 日 ☆ 市内案内・買い物
学生交流

（国際交流会館寮生）

7月2日 月
       　【10：40 開講式】 →　キャンパスツアー
　　　　　　　　　　→　 県大生とのランチ交流会

日本語授業 歓迎会

7月3日 火 日本語授業

7月4日 水
講義体験

（フレッシュマン英語コミュニケーションⅠ）
☆ 市民交流

江津市立渡津小学校 訪問
学生交流
（茶道部）

7月5日 木
講義体験

（言語別の授業に参加）

7月6日 金 日本語授業 日本語授業
講義体験

（多文化理解特別演習Ⅰ）

7月7日 土 （自由）
☆夜神楽鑑賞
（三宮神社）

7月8日 日

7月9日 月
日本文化授業
着付け体験

7月10日 火 日本語交流活動 日本語授業
学生交流

スポーツ交流

7月11日 水
日本文化授業

石見神楽

7月12日 木

7月13日 金 日本語交流活動
　☆ 日本文化体験・視察

石見銀山
交流会

7月14日 土

7月15日 日

7月16日 月

7月17日 火

7月18日 水

7月19日 木

7月20日 金  【松江研修】　しまね国際センター（SIC）プログラム

7月21日 土 【SIC退寮】

7月22日 日

☆ … 学外活動

【2018年夏期日本語・日本文化研修】プログラム                                      　　　　　　　 2018.6.8

月日
スケジュール

午後

【入寮】　施設利用説明

 【松江研修】　松江キャンパス学生との合同授業 「アジア文化交流」　等

 【松江研修】　松江キャンパス学生との合同授業 「アジア文化交流」　等

広島へ移動

解散・帰国

　日本語授業

日本語授業

　☆日本文化体験・視察　津和野町
太鼓谷稲荷神社・紙漉き体験 など

　☆日本文化体験・視察　三隅町
市民交流（和菓子作り）・龍雲寺（座禅体験）

　【15：30 閉講式】 

　☆ 日本文化体験・視察　川本町
島根中央高校OB＆現役生と楽しむ川本ツアー （和太鼓/手巻き寿司/温泉）

☆ 市民交流
益田市立匹見小学校 訪問　と　田舎体験（わさび田見学 など）

☆　広島視察 （平和学習・お好み焼き・買い物）

（自由）

（自由）

 【出雲視察】　出雲キャンパス学生との交流



 

 

 

 

  

この短期日本語・日本文化研修では、島根県立大学

の学生や島根県の地域住民との交流を通して、体験的

に日本語や日本文化を学びます。 

【要  項】 

〔実施期間〕2018年 7月 2 日～7 月 20 日 

  （入寮指定日 6 月 30 日～退寮指定日 7 月 22 日） 

〔募集定員〕17 名 

〔対 象 者〕日本語中級レベル（N3程度） 

※J-Cat スコア 100～150 点程度 

〔費 用〕183,000円  

内
訳 

授業料・教材費・施設利用料 88,000 円 
＊協定校は免除 

文化体験料・宿泊費・ 
食費(平日の朝昼食) 

95,000 円 

 ※往復の航空運賃、海外旅行保険、食費（提供のないとき）、

生活費などは費用に含まれません。 

※入寮指定日に限り、広島空港等への送迎サービスあり 

（無料） 

【申込方法】 

所属大学担当課または下記までお問合せください。 

【申込締切】 2018年 5 月 28日（必着） 

       ※申込には J-CAT スコアの提出が必要です。 

島根県立大学浜田キャンパスは日本の西部、

島根県浜田市に位置し、海の見える高台に立地

しています。 

浜田市の人口は約６万人で、水産都市として

知られています。年間の平均気温は摂氏１５度、

冬は摂氏５度、夏は摂氏 25 度の温暖で過ごし

やすい気候です。 

広島から浜田市までバスで１時間３０分です。 

【お問合せ】 

島根県立大学 国際交流課 

H P   http://hamada.u-shimane.ac.jp 

メール h-kokusai@u-shimane.ac.jp 

電話  +81-855-25-9063（日本語） 

住所 〒697-0016 

島根県浜田市野原町 2433-2 

 

夏期日本語・日本文化研修 
Japanese Language & Culture Program 

Summer 

2018 年 7 月 2 日 ～ 7 月 22 日 

島根県立大学国際交流課 

Facebook QR コード 

https://www.facebook.com/U.Shimane.International.Exchange.Division/ 

日本語 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&docid=gKdSiYPgBPdUOM&tbnid=x3XSg7R4i4grBM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.kankou-shimane.com/pickup/sunset/&ei=kqgGU422GIe6kQXs_IAw&bvm=bv.61725948,d.dGI&psig=AFQjCNEvkC-eNVJBoPPC_p47GQlcW160GQ&ust=1393031570628994


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語授業】 

・研修生のレベルに合せた授業を行います。 

・学生チューターの補助があります。 

 

 

 

 

 

【日本文化授業（例：石見神楽）】 

・石見神楽は、島根県西部の伝統芸能です。 

・授業では踊りに使う衣装やお面を着用します。 

 

 

 

 

 

【学生交流・地域交流】 

島根県立大学の学生や地域の人々と交流できる

様々なイベントがあります。 

・学生サークル等への参加 

・歓迎会・送別会など 

・学校、公民館訪問など 

【フィールド・トリップ】 

平和都市である「広島」、神々の里「出雲市」、
城下町「松江市」などを訪問します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本文化体験】 

〔例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほぼ全てのプログラムに、学生サポーターが参加します 

   

   

 

【過去の参加者からの感想】 

■今までの授業で、たくさんの日本人が手伝ってくれたのには感動

しました。初めて日本人の友達ができて、本当に嬉しいです。 

 

■自分の国にいるときは日本語を話す機会がとても少なくて、あまり
使いません。でもここでは日本語を使わなくてはならないので、 
いい勉強になりました。そして日本に来たら、日本のことがもっと 

わかるようになりました。本当に楽しかったです。日本、大好きです。 
 
■この体験は、私の人生の中で大切な経験になりました。親切な先生

に会えてよかった。友達に会えてよかった。 

【プログラム（予定）】 

〔和菓子作り〕 

〔書道〕 

〔紙漉き〕 

〔着付け〕 〔神楽面絵付け〕 

   

   

  

曜日 内容 

土 チェックイン 

日 市内ツアー 

1st 
月 開講式／オリエンテーション／日本語授業／歓迎会 

火 日本語授業／学生交流 

水 日本語授業／学生交流 

木 日本語授業 

金 日本語授業／講義体験／学生交流 

土 日本文化体験／夜神楽鑑賞 

日 自由行動 

2nd 
月 日本語授業 

火 日本語授業／日本文化授業 

水 日本語授業／学生交流 

木 日本語授業 

金 公民館訪問／交流会 

土 フィールド・トリップ〔広島〕 

日 自由行動 

3ｒｄ 
月 自由行動 

火 フィールド・トリップ（出雲市） 

水 日本語研修・日本文化体験（松江市） 

木 日本語研修・日本文化体験（松江市） 

金 日本語研修・日本文化体験（松江市）／閉講式 

土 移動 

日 チェックアウト 

 

〔茶道〕 



 平成 30 年 6 月 15 日 

 島根県立大学松江キャンパス 

担当：保育教育学科 准教授 福井一尊 

電話：0852-20-0253 

【資料 5】 

 

「第45回ほいくまつり」概要 

 

○保育学科・保育教育学科の基本的な教育理念 

 乳幼児期および児童期の保育、教育、福祉についての知識と理論そして技術を学ぶことを通じ、高度

な専門性・豊かな人間性をバランス良く兼ね備えた優秀な人材を養成する。 

 

 

○取り組みの概要 

 「ほいくまつり」とは、本学保育学科が44年間にわたって積み上げ、改善を重ねてきた教育プログラ

ムの名称です。授業の一環としての取り組みであり、保育学科・保育教育学科全教員がそれぞれの専門的

立場から指導・助言を行いながらも、所属学生による自治的・自主的活動を基本としています。内容は歌

唱、司会、影絵劇、劇等を総合表現として発表しており、毎年6月末に島根県民会館大ホールにて開催し、

1,500名以上の子どもと保護者、保育教育関係者等に来場してもらい、地域にも親しまれている両学科の

シンボル的行事です。 

 

■主  催  島根県立大学短期大学部保育学科 

       島根県立大学人間文化学部保育教育学科 

■日  時  平成30年6月30日（土）  開場 13：45  開演 14：30  終演 16：30  

■場  所  島根県民会館 大ホール（松江市殿町） 

■内  容  歌唱、司会、影絵劇「アラジンと魔法のランプ」、劇「仙人のおしえ」 

■予想来場者数 1,500-1,700人 

 

 

○「ほいくまつり」の目的、趣旨   

 

①  授業科目『児童文化・表現研究』は、保育学科および保育教育学科学生が日頃授業で学んでいるこ

とを「ほいくまつり」として舞台で発表する。そのことを通して地域の保育・教育、児童文化の向

上に寄与することを目指すとともに、地域の子どもたちや保護者の皆さんに楽しく夢のあるひとと

きを過ごしてもらおうという趣旨で開催している。 

 

②  実践活動を通して、子ども理解や児童文化の理解と創造のための力を養い、具体的な表現方法を習

得し、保育・教育における知識と技術の総合的な向上を図ります。 

 

③ 保育学科および保育教育学科学生全員による組織的、集団的かつ自治的、自主的活動を通し、相互に  

豊かな人間性を涵養します。 

 

○取り組みの特性について 

 

１．全てが手作り  

（両学科学生95名全員参加で、歌唱・影絵劇・劇・広報記録・大道具・小道具・司会・音響効果 

・照明・衣装の10のパートに分かれて取り組んでいきます。1・2年生が縦割り組織の中で、リー 

ダーシップとフォロワーシップを学びます。なお、その全てが手作りで進められます。）  



２．「本物」を最大、最高の舞台で   

３．「子ども主体」の発表プログラム 

■「ほいくまつり」のはじまり 

 昭和48年、島根県立島根女子短期大学に保育科が新設されました。県民が寄せる保育教育へ 

の期待には、下記の点がありました。 

１．学生を中心とした前向きで積極的、そして実践的な活動を通して地域の保育サービスをする。 

２．大学生活で学ぶ知識は単に享受するだけにとどまらず、地域社会の子どもたちと触れ合い、交 

流する中で還元を図る。 

３．体育的、芸術的、音楽的活動を三本柱として、1・2年全学生と子どもが一緒になり、遊びな 

がら同時に学び、全学生の団結を図る。 

これらを実現する具体的な学びの場として、明くる昭和49年7月に第１回『ほいくまつり』が

開催されたのです。 

 

44年前、新設間もない保育科の有志学生が中心となり、溢れんばかりの保育に寄せる情熱と、探求心、 

そして夢を全学生で具現化し、発表する形で「ほいくまつり」は誕生しました。その思いは現在に引き 

継がれており、情熱と、探求心を基軸として全てを手作りで作り上げるという精神は伝統となり、それ 

以来毎年欠かすことなく『ほいくまつり』は開催され、今年で45回を数えることとなりました。 

 

    そして、平成30年人間文化学部が誕生し、短大保育学科から、人間文化学部保育教育

学科にこの伝統は受け継がれ、発展を続けることになります。 

 

■文部科学省「特色ＧＰ」に採択  

本学保育学科のシンボル「ほいくまつり」の取組が、優れた大学教育を支援する平成17年度「特 

色ある大学教育支援プログラム」（文部科学省公募）に採択されました。 

※採択理由（特色ある大学教育支援プログラム実施委員会） 

「33年間という長期にわたって継続し発展させてきた『ほいくまつり』は、学生の自治的

自主的活動を基本とした取組で、実践的な活動を通じて子どもたちと直接触れ合い、学生が

集団の中で互いに高まり合う具体的な学びの場として高く評価できます。この取組は、教育

上のねらいも明確で、保育者としての能力の育成とともに、地域への児童文化に寄与できる

ものです。また、今日まで継続的に取り組んできたことは、地域連携や生涯学習の視点から

見ても評価できます。」 



※画像は過去の発表内容です

第45回ほいくまつり
趣旨

「ほいくまつりJは本学保育学科 。保育教育学科学生が、日頃の学習、研究で習得した知識、

技能を総合表現として実社会において発表するものです。この活動を通して学生自らの保育・教

育に対する態度を律し、併せて地域の児童文化の向上に努めることを目的としています。

■主催

■協力

■同時

■場所

■対象

■入場料

■発表内容

島根県立大学短期大学部保育学科

島根県立大学人間文化学部保育教育学科

公益財団法人 しまね文化振興財団 (島根県民会館)
平成 30年 6月 30日 (土)14:30～ 16:30終演予定
島根県民会館大ホール (松江市殿町)

乳幼児、児童とその保護者

無料

・歌唱   舞台テーマ「みんなでラララ♪おいしさひろがるお菓子の国へ」
・影絵劇  「アラジンとまほうのランプ」
・劇    「せんにんのおしえ」

『夢の世界
へ走り出そう ～笑顔いつぱい心ひとつに～』

【問い合わせ先】

島根県立大学人間文化学部

美術教育学研究室 准教授 福井 一尊

電話 ・ Fax:0852‐ 20‐ 0253(直)

E―mail:k― fukui@u― shimane.ac.jp

■テーマ

轟

一・く
月

一轡
一姦



 
 
 
 

 
 

平成 30 年度キラキラドリームプロジェクトの実施について 
 
 
今年度のキラキラドリームプロジェクトを次のとおり実施します。 

 
 
 【概要・目的】 

平成 25 年度から始まった当事業は、学生（個人や団体）の自主的に企画する独創的で魅力的

なプロジェクトに対して、大学が費用を補助し、夢の実現を支援するものです。学生の自主性・

積極性・創造性を思う存分発揮できる機会を提供し、より充実した学生生活を送ってもらうこ

とを目的としています。 

 【募集テーマ】 

テーマ・分野は限定せず、地域の課題解決アイデア、大学の学びを活かした事業、食や観光な

ど松江の特色を活かした事業、大学がもっと楽しくなるアイデア等、学生が自由に設定します。

アイデアのみではなく、実施に向けての具体性のあるプランを募集します。 

 【募集枠・採択数】 

 ドリーム枠（21 万円以下：1件採択） 

 キラキラ枠（10 万円以下：2件採択） 

※審査結果により、予算の範囲内で枠ごとの採択数を変更することがあります。 

 【公開審査会】 

 学生が創意工夫を凝らしたプレゼンテーションをおこない、審査委員により採点をおこな

います。書類選考の得点と公開審査会の合計得点で決定します。 

 

 【平成 30 年度実施スケジュール】 

・応募締切   【6 月 22 日（金）17：00】 

・公開審査会  【7 月上旬】 

・採択者向けオリエンテーション・補助額の査定結果通知【審査会以降】 

・報告書提出  【2 月下旬】 

・最終報告会  【2 月下旬】 

 

 

≪参考≫ 

● キラキラドリームプロジェクト公式ホームページ 

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/campus/kirakiradream/ 

 

● 平成 29 年度の採択実績 

 ドリーム枠 1 団体 

 団体名：ゆうりん 

企画名：「島根の知名度ＵＰプロジェクト」～来(き)ないや島根～ 

 キラキラ枠 2 団体 

 団体名：チーム先輩＆後輩 

企画名：「Ａｍｖｉｓｉｏｎ」～きっかけ・チャンスを見つける！～ 

 団体名：島根探訪隊 

企画名：「知られざる島根探訪」～島根の魅力を再発掘～ 

 

 

平成 30 年 6 月 15 日 
島根県立大学松江キャンパス 
担当：教務学生課 錦織 
電話：0852-20-0216

島根県立大学 

マスコット 

キャラクター 

オロリン 

【資料6】



君のヒラメキが、地域のキラメキに変わる

夢プランコンテスト挑戦者募集します

キラキラドリームプロジェクトは、学生が
企画・運営するプロジェクトに対して大学
が費用を補助することで、夢の実現を応援
しています。友達と一緒に楽しい企画を考
えてみよう！

プレゼンテーションでつかむ、活動資金

ドリーム枠 21万円×1件（予定）

キラキラ枠 10万円×2件（予定）
※エントリー時に、どちらの枠を狙うか指定していただきます

先輩たちの活動の軌跡

仲間と力をあわせて夢を実現するよろこび、達成感がある！

松江の良さをもっとよくしたい！
学生目線でとらえた松江の良さを動画
におさめ、世界中に発信！

その他、「松江の夜の観光振興企画」「地域で国際交流プロジェクト」「ダーツで夢探しの旅」「島根の特産品を使ったスムー
ジー開発」「松江在住外国人に防災教室を開催」など、多くの活動がありました。

詳しくはホームページで紹介しています

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/campus/kirakiradream/

平成

30年度
募集

島根県在住の留学生と戦争について
勉強会（平成28年度）

松江の新しいお土産をつくる~怪談スイーツ
プロジェクト~ 産学連携で「ほういちの耳
まんぢう」が完成しました！その後サークル
化し、後輩たちが活動を受け継いでいます。

中浦食品株式会社様との共同記者会見の
様子（平成26年度)

松江の観光PVを作ってyou tubeで発信
（平成28年度）

第二次世界大戦を他国ではどのように
学んでいるの？互いの国を理解し、平
和への一歩を！

大好きな島根の良さや、県立大の存在
を同年代や若い子にアピール。
来ないや島根！

県短生が未来のビジョンを描けるように！
２年生と１年生がスクラムを組み、学生生活
のヒントを探りました。

「キャリ活」では企業経営者や卒業生らを
招き人生や仕事、就活についてキャリア系
ワークショップを開催（平成29年度)

知られざる島根の魅力を発掘！発信！
島根探訪隊の旅は続きます。隊員も募
集しています！

出身地（関西）のショッピングモールを
借りてPRイベントを実施（平成29年度）

島根県内を旅した”出会
い“を一冊の紀行文にまとめて発行

（平成29年度）



応募要件

お問合せ先

島根県立大学・島根県立大学短期大学部 教務学生課 TEL 0852-20-0216

① 学生自身が自主的に企画や運営をするもの
② 審査会、成果報告会に必ず参加できること
③ 代表者が島根県立大学松江キャンパスの学生であること
④ グループで応募する場合は、メンバーの半数以上が島根県立大学松江キャンパスの学生であること
⑤ ゼミ等での研究、学位論文に関する研究プロジェクトでないもの
⑥ 1月末までに実施完了するプロジェクトであること

事業概要

エントリーを希望する学生は7月の公開審査会でプレゼンテーションをおこないます。地域の課題解決アイデアや、大学の学びを
活かした事業、観光など松江の特色を活かした事業、大学がもっと楽しくなるアイデア等、夢をカタチにするプランを提案しま
す。

主催：島根県立大学・島根県立大学短期大学部 学生生活委員会

自主製作映画を作ってみたい

県大アイドルユニット結成しちゃう！

例えばこんな夢…

島根大学留学生との交流イベント

公開審査会の様子公開審査会の様子

大まかなスケジュール

募集説明会
5月下旬に2回

企画勉強会
5月下旬～６月

募集締切
6月下旬

公開審査会
7月上旬

活動期間
報告会

2月

遊びながら学べる食育ボードゲーム製作

松江の茶文化を
発信！
イラスト沢山の
絵本が完成しました。

ジビエガンボスープを開発。松江市長にお披露目



 

平成 30 年 6 月 15 日 

 島根県立大学松江キャンパス 

担当：保育教育学科 准教授 内山仁志 

電話：0852-20-0232 

【資料 7】 

 

 

 

平成 30 年度 保育教育学科客員教授講演会について（案内） 

  

 本学の教育・研究活動につきましては、平素より格別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび本学では下記のとおり客員教授講演会を開催いたします。 

本年度は個別の配慮や支援が必要となる子どもへの多面的な理解と、子どもや家族の多岐にわたるニー

ズへの対応方法について、保護者や関係機関との連携に焦点を当てながら、筑波大学教授の園山繁樹先

生をお迎えし、ご講演をして頂きます。 

 ご多用中とは存じますが、幼児教育と児童期の教育をつなぐ、地域の専門職者の在り方を考えるにあ

たり、実践に活かせる知見や技能を学ぶ場になればと思いますので、多くのご参加をお待ち申し上げま

す。なお、申し込みは別添申込用紙により FAX にてお願いします。 

 

記 

 

1 日時 平成 30 年 7 月 21 日（土）10:00 ～ 12:00 

 

2 場所 島根県立大学 松江キャンパス 大講義室 

 

3 演題  「幼児期・児童期の特別支援における連携・協働・チーム力 

―自閉症や場面緘黙のある子どもたちの支援を通して―」 

 

4 講師  島根県立大学 保育教育学科 客員教授 

     筑波大学 人間系 教授            園山 繁樹 先生 

 

5 その他 島根県立大学松江キャンパスホームページの「お知らせ」に掲載しておりますの

で、関係施設（幼稚園、保育所等）への周知をお願い申し上げます。 

HP アドレス http://matsuec.u-shimane.ac.jp/ 

以上 

 

 
【連絡先】 

島根県立大学松江キャンパス 

保育教育学科 西村健一・内山仁志 

TEL：0852-26-5525（代）FAX：0852-21-8150（代） 



日時：2018年7月21日（土） 10:00
～12:30※仮

場所：松江キャンパス 大講義室

日 時： 2018年7月21日（土）10:00 ～12:00
場 所：島根県立大学松江キャンパス大講義室

講演テーマ

幼児期・児童期の特別支援における連携・協働・チーム力
―自閉症や場面緘黙のある子どもたちの支援を通して―

講師：筑波大学人間系教授 園山繁樹先生

≪講師紹介≫
1994年、筑波大学にて博士（教育学）を
取得。2004年より筑波大学教授。これま
で特別支援教育の専門家の育成に尽力。
特に応用行動分析学の代表者として、行
動科学的な理論に基づく、自閉症や場面
緘黙のある子どもたちの治療教育的支援
の在り方を広く国内外の専門職・研究者
に向けて指導してこられました。2019年
度より本学保育教育学科教授に着任予定
です。

≪お問い合わせ≫
島根県立大学 保育教育学科 西村健一・内山仁志
〒690-0044 島根県松江市浜乃木7-24-2
[TEL:0852-26-5525（代）] [FAX:0852-21-8150（代）]

今回の講演では、幼児教育と児童期の教育を
つなぐ、地域の専門職の在り方についてご講演
いただきます。
保・幼・小と特別支援学校教員養成課程を含

む保育教育学科の学生のみならず、保育学科学
生、地域の幼児教育を中心とする専門職が集い、
これからの保育教育者が担うべき、早期からの
継続的な特別支援の在り方を学びましょう。

本学ホームページをご参照ください：http://matsuec.u-shimane.ac.jp/

交通アクセス

http://matsuec.u-shimane.ac.jp/


島根県立大学（松江キャンパス）   〒690-0044松江市浜乃木7-24-2       

保育教育学科 内山仁志 行 

7月21日（土）客員教授講演会 参加申し込み書 

【締め切り：平成30年7月13日（金）まで】 

※締め切りを過ぎても御相談下さい。人数に余裕がある場合は受付が可能です。 

 

●開催変更や定員締め切り等について、御連絡しなければならないときには             

FAXでお知らせします。必ず連絡先 FAX番号を御記入下さい。                  

  

    

参加機関名   

申込者 氏名  

申込者 氏名  

申込者 氏名  

申込者 氏名  

申込者 氏名  

申込者 氏名  

連絡先 FAX番号  

園山先生へのご質問など（自由記述） 



 

島根県立大学総合政策学会 
第３４回  特別講演会 

 

講師 

ピースボート共同代表・ 

核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ）国際運営委員 

川崎 哲 氏          

演題 

「核兵器禁止条約で世界は変わる 

        ～ICANから見た日本」 
日時：２０１８年６月２２日（金）  

   １４時５０分から１６時２０分まで 

会場：島根県立大学浜田キャンパス  講堂 
 

【講師プロフィール】 

  １９６８年東京生まれ。１９９３年東京大学法学部卒業。障害者介助の傍ら、市民グループで平和活動や外国人労働

者・ホームレスの人権活動に従事。１９９８～２００２年、ＮＰＯ法人「ピースデポ」スタッフ（００～０２年、事務

局長）。２００２～２００３年、イラク戦争を止めるためのメールマガジン「週刊イラＱ」発行。２００３年、ピースボ

ートのスタッフとなり現在に至る。 

２００８年から広島・長崎の被爆者と世界を回る「ヒバクシャ地球一周 証言の航海」プロジェクトを実施。２００

９～１０年、日豪両政府主導の「核不拡散・核軍縮に関する国際委員会」でＮＧＯアドバイザーをつとめた。２０１４

年５月、「集団的自衛権問題研究会」をたちあげ、同代表。著書『核拡散 軍縮の風は起こせるか』（岩波新書）で日本

平和学会第１回平和研究奨励賞を受賞。 

日本平和学会会員、第２２期理事（２０１６～２０１７年）。日本軍縮学会会員・編集委員（２０１１年～）。原子力

市民委員会、第２部会（核廃棄物部会）メンバー。著書に『核兵器を禁止する』（岩波ブックレット、２０１４）、『核拡

散 軍縮の風は起こせるか』（岩波新書、２００３）など。 

 

  ※入場無料・事前申込不要です。多くの皆様のご来学をお待ちしております。 

 ────────────────────────────────────―──       

問い合わせ先：〒697-0016 浜田市野原町 2433-2 TEL:0855-24-2201 

               島根県立大学 事務局企画調整室 福間・山本 

 

【行事予定】 


	平成30年度 島根県立大学客員教授講演会

